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◎ 延期となった「平成２２年度 管内災害対策訓練」を６月７日（月）に実施します。

平 成 ２ ２ 年 度

「管内災害対策訓練」の実施について
－出水期を前に防災の訓練を行います－

概要：

国土交通省中国地方整備局及び浜田河川国道事務所をはじめ管内事務所では、

梅雨、台風等による出水期をひかえ、防災体制に万全を期するため、連絡、通報

等の的確な情報伝達及び指揮対応を行うことを目的として、下記のとおり管内災

害対策訓練を行います。

○訓練日時 平成２２年６月７日（月）

９：３０ ～ １４：３０

○訓練場所 浜田河川国道事務所 災害対策室

○主な訓練内容 ①情報伝達訓練

②各種ＩＴ機器を使用した現地映像の伝達

問い合わせ先：国土交通省浜田河川国道事務所

○副所長（河川）笹岡 総一、 防災対策推進官 原 啓一朗
ささおか そういち はら けいいちろう

○副所長（道路）錦織 豊 、 道路管理課長 江原 豊
にしこおり ゆたか えはら ゆたか
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１．目 的

我が国は、気象条件や地形など自然的な条件から、毎年のように、豪雨、台風、高潮、

地震、津波、火山噴火等による災害に見舞われています。

島根県においては、平成１８年に梅雨前線に伴う大雨により甚大な被害を被っていま

す。

こういった中、中国地方整備局では災害が起きた際の迅速な初動体制の構築や連絡体

制の確立など、「危機管理」意識を高めることが重要であると考えており、出水期の前

に被災状況等の迅速かつ正確な把握と伝達や的確な指揮・対応を目的に管内災害対策訓

練を実施します。

２．訓練のポイント

①頻発する計画規模を超える洪水に対する危機管理対応の強化

②地域が的確に判断し行動するために必要な情報の提供。ＣＣＴＶ（防災用テレビカ

メラ映像）や災害フォトシステム（携帯電話からの画像送信）等のＩＴ機器の活用。

３．訓練日時

平成２２年６月７日（月） ９：３０～１４：３０

４．訓練場所

災害対策支部 ： 浜田河川国道事務所 災害対策室

その他各事務（管理）所

災害対策本部 ： 中国地方整備局 災害対策室（広島合同庁舎 ２号館８階）

５．訓練想定

５月２５日太平洋北西部で発生した台風３号は西に向かいながら、「強い勢力」に発

達し、その後進路を北寄りに変えながら６月６日に沖縄本島付近を通過した。

６日２１時頃には鹿児島県いちき串木野市付近に上陸し、暴風域を伴ったまま四国を

縦断し、７日７時に大阪市付近に再上陸した。台風はその後、７日９時００分頃福井市

付近から日本海沿岸を沿って北上した。

これに伴い中国地方整備局管内では、甚大災害が、鳥取河川国道事務所管内、境港

湾・空港整備事務所管内で発生した。

この想定のもと、浜田河川国道事務所は７日０時３０分から災害対策支部を設置した

という想定のもと、７日９時３０分より管内の被災状況等の迅速かつ正確な伝達、的確

な指揮・対策及び広報活動等の訓練を行います。

６．訓練の変更・中止等

訓練当日の降雨等により、訓練内容の変更、訓練の延期又は訓練を中止することも

あります。


